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Abstract: 中分子ペプチドは高い生物活性と選択性を有する一方で、膜透

過性や代謝安定性に課題を抱える。本講演では、こうした物性を改良する

手法として、主鎖ペプチド結合を幾何的に類似した炭素–炭素二重結合に置

換する“主鎖改変”に着目する。特にハロアルケン型ペプチド結合等価体

の合成戦略と、安定性・水素結合・配座制御に関する応用例を紹介する。

さらに、理論計算やインフォマティクスによる分子設計と評価の実例、タ

ンパク質レベルでの主鎖改変についても触れる。 

 

 
 

お問い合せ：生体材料工学研究所  

メディシナルケミストリー分野 
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